
計画策定に向けた調査の集計結果について 

１．調査の目的・概要

（１）調査の目的

第８期地域包括ケア計画［高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画］（令和３～５

年度）の策定のための基礎資料とするため、高齢者の実態把握を行うことを目的

に、生活状況や健康状態、福祉サービスの利用意向などに関するアンケート調査

を実施しました。

（２）調査の概要

調査名 在宅介護実態調査 健康とくらしの調査

調査期間 令和 2年 1月 29日～2月 13日 令和 2年 1月 20日～2月 10日

調査対象

（母数）

在宅の要介護認定者

（約 31,000人）

認定を受けていない高齢者

総合事業対象者

  要支援認定者

（約 198,000人）

調査票

発送数
4,427人  10,724人 

回答数

（回答率）

2,792人

（63.1％）

7,677人

（71.6％）

前回の

回収率
62.1％ 71.5％

調査

項目

国が示した調査票に

本市の独自項目を追加

JAGES※が示した調査票に

本市の独自項目を追加

※JAGES…日本老年学的評価研究（Japan Gerontological Evaluation Study）

２．調査の結果

（１）在宅介護実態調査…２ページから５ページ

（２）健康とくらしの調査…６ページから１２ページ
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１．調査の概要
(1)調査対象者：令和元年10月時点で65歳以上の、在宅の要介護認定者

(2)調査票発送数：4,427人

(3)調査期間：令和2年1月29日～令和2年2月13日

(4)回答数(回答率)：2,792票（63.1%）

(5)調査項目

　⇒国が示した調査票に、保険者独自項目（問15～19）を追加

２．結果の概要（主な調査項目の結果）

Ａ票【問15】ご本人が望む介護の在り方に最も近い考えは、次のうちどれですか。

Ａ票【問9】今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービスについて、ご回答ください（複数選択可）。

令和元年度　在宅介護実態調査　調査結果

参考
前回調査結果

6.6% 44.3% 6.2% 10.0% 14.6% 4.9% 13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
在宅で家族の介護だけ受けたい
在宅で家族の介護と介護保険サービスをバランスよく受けたい
在宅で介護保険サービスを主に受けたい
施設などへの入所が希望だが、在宅で十分に介護保険サービスを利用できるのであれば今後も在宅で介護を受けたい
特別養護老人ホームなどの介護保険施設に入所したい
ケアハウス、サービス付き高齢者向け住宅、有料老人ホームなどの高齢者対象の住居に住み替えたい
不明

8.9% 41.4% 6.3% 9.7% 13.2% 2.7% 17.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
在宅で家族の介護だけ受けたい
在宅で家族の介護と介護保険サービスをバランスよく受けたい
在宅で介護保険サービスを主に受けたい
施設などへの入所が希望だが、在宅で十分に介護保険サービスを利用できるのであれば今後も在宅で介護を受けたい
特別養護老人ホームなどの介護保険施設に入所したい
ケアハウス、サービス付き高齢者向け住宅、有料老人ホームなどへの高齢者対象の住居に住み替えたい
不明・無回答

14.0%
9.7%

13.9%
9.2%
9.2%

23.5%
24.6%

18.1%
8.7%

5.0%
27.3%

16.4%

0.0% 20.0% 40.0%

配食
調理

掃除・洗濯
買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し
外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）
見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場
その他
特になし
不明
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Ｂ票【問1】主な介護者の方の現在の勤務形態について、ご回答ください（１つを選択）。

参考
前回調査結果

参考
前回調査結果

13.3%
10.0%

14.6%
10.2%
10.4%

22.7%
24.1%

18.2%
10.0%

4.6%
25.8%

18.2%

0.0% 20.0% 40.0%

配食
調理

掃除・洗濯
買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し
外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉タクシー等）
見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場
その他

特になし
不明・無回答

20.5% 16.5% 43.0% 0.8% 19.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

フルタイムで働いている パートタイムで働いている 働いていない 主な介護者に確認しないと、わからない 不明

22.3% 17.2% 50.2% 0.6% 9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

フルタイムで働いている パートタイムで働いている 働いていない 主な介護者に確認しないと、わからない 不明・無回答
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Ｂ票【問5】現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等について、
ご回答ください（現状で行っているか否かは問いません）（３つまで選択可）。

Ａ票【問19】介護保険制度の負担とサービス提供のバランスについて、ご本人の考え方にもっとも近いものは
どれですか（１つを選択）。

保険者独自項目

参考
前回調査結果

28.4%
32.0%

7.7%
19.6%

4.6%
5.9%

10.3%
21.3%

10.2%
32.8%

4.2%
9.5%

6.6%
8.8%

3.7%
3.8%

0.7%
14.0%

0.0% 20.0% 40.0%

日中の排泄
夜間の排泄

食事の介助（食べる時）
入浴・洗身

衣服の着脱
屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等
服薬

認知症状への対応
医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）
その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）
金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他
不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない
不明

16.8%
24.5%

6.0%
14.1%

3.3%
4.2%

7.0%
15.1%

5.6%
34.4%

5.4%
9.9%

6.8%
7.8%

4.5%
3.2%

0.3%
29.8%

0.0% 20.0% 40.0%

日中の排泄
夜間の排泄

食事の介助（食べる時）
入浴・洗身

衣服の着脱
屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等
服薬

認知症状への対応
医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）
その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き
その他

不安に感じていることは、特にない
主な介護者に確認しないと、わからない

不明・無回答

1.6% 25.8% 28.5% 4.7% 28.8% 10.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
負担する保険料を高くして、提供される介護サービスをもっと増やした方が良い
負担する保険料を多少高くして、提供される介護サービスをできるだけ増やした方が良い
負担する保険料がこれ以上高くならないよう、提供される介護サービスを増やさない方が良い
負担する保険料を減らすため、提供される介護サービスを限定した方が良い
分からない
不明
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参考
前回調査結果

1.8% 25.3% 29.9% 4.8% 27.3% 10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
負担する保険料を高くして、提供される介護サービスをもっと増やした方が良い
負担する保険料を多少高くして、提供される介護サービスをできるだけ増やした方が良い
負担する保険料がこれ以上高くならないよう、提供される介護サービスを増やさない方が良い。
負担する保険料を減らすため、提供される介護サービスを限定した方が良い。
分からない
不明・無回答
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１．調査の概要
(1)調査対象者：令和元年11月12日時点で65歳以上である高齢者（要介護1～5の認定者除く）

(2)調査票発送数：10,724人

　（内訳は約3割が総合事業対象者・要支援認定者、約7割が未認定者）

(3)調査期間：令和2年1月20日～令和2年2月10日

(4)回答数(回答率)：7,677票（71.6%）

(5)調査項目

　コア項目（全員共通項目）問1～問16

　⇒国が示す介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（以下「ニーズ調査」）の必須項目をベースに作成

　オプション項目（A~Hの8種類のうち1種類を回答）問17～

　⇒JAGES調査項目

　保険者独自項目（全員共通）計8問

２．前回（H28年度）の調査との違い
・前回は、要支援認定者、認定を受けていない高齢者それぞれで以下の異なる調査を行った。

・今回の調査は、ニーズ調査の必須項目をベースにJAGESの調査項目と本市の独自項目を追加し、
「健康とくらしの調査」として要介護認定者以外の高齢者を対象として実施

３．結果の概要（主な調査項目の結果）

【問1】2）あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか。

令和元年度　健康とくらしの調査　調査結果

参考
前回調査結果（ニーズ調査と健康とくらしの調査の回答を合わせたもの）

調査名 健康とくらしの調査
介護予防・日常生活圏
域ニーズ調査

調査対象
要支援要介護認定を
受けていない高齢者

要支援認定者

調査票発送数 9,971人 3,247人
回答数 7,134人 2,382人
回答率 71.5% 73.4%

調査項目
JAGESが示した調査項
目＋本市の独自項目

国が示した調査項目＋
本市の独自項目
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口腔機能低下者の割合
【問2】1)半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか。
【問2】2)お茶や汁物などでむせることがありますか。
【問2】3)口の渇きが気になりますか。

【問2】4)ここ1か月の間に、あなたは、肉や魚をどのくらいの頻度で食べていますか。

【問2】10)どなたかと一緒に食事をする機会はありますか。

参考
前回調査結果（ニーズ調査と健康とくらしの調査の回答を合わせたもの）
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【問3】2)昨年と比べて外出の回数は減っていますか。

【問3】4)過去1年間に転んだ経験がありますか。

【問3】5)転倒に対する不安は大きいですか。

参考
前回調査結果（ニーズ調査と健康とくらしの調査の回答を合わせたもの）
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【問3】8)平均すると1日の合計で何分くらい歩きますか。

【問4】18)物忘れが多いと感じますか。

【問11】4)この半年間に体重が2～3kg以上減少しましたか。

参考
前回調査結果（ニーズ調査と健康とくらしの調査の回答を合わせたもの）
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【問13】2)家族構成を教えてください。

参考
前回調査結果（ニーズ調査と健康とくらしの調査の回答を合わせたもの）
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【新潟－問３】フレイルについておうかがいします。
１）あなたは、加齢により心身の活力が低下した状態である「フレイル」を知っていますか。

【新潟－問４】地域包括支援センターについておうかがいします。
１）あなたは、高齢者の方の総合相談窓口である「地域包括支援センター」を知っていますか。

【新潟－問５】望む介護の在り方についておうかがいします。
１）介護が必要となったときに、あなたが望む介護の在り方に最も近い考えは、次のうちどれですか。

保険者独自項目
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【新潟－問６】小規模多機能型居宅介護についておうかがいします。
１）あなたは、「通い」を中心に「訪問」、「泊まり」を組み合わせた介護サービスを
    受けることができる「小規模多機能型居宅介護」を知っていますか。 

【新潟－問７】介護保険料負担のあり方についておうかがいします。
１）介護保険で提供される各種サービスは、皆さんから負担していただく保険料や公費（税金）を財源としてい
    ますが、高齢化が進み介護が必要な方が増えているなか、負担とサービス提供のバランスについて、あなた
    の考え方にもっとも近いものはどれですか。
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